
学校番号 318 

平成 31 年度 地理歴史科 

 

教科 地理歴史 科目 世界史Ｂ 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 詳説世界史 世界史Ｂ （山川出版社） 

副教材等 
ニューステージ世界史詳覧 （浜島書店）・世界史用語集（山川出版社） 

詳説世界史スタンダードテスト（山川出版社） 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

歴史と言う時間軸を感じ、歴史的事象に「なぜ」の視点を持つことを重視して授業を進める。 

史料、地図等になじんで、歴史的思考力を養うことをめざします。 

 

２ 学習の到達目標 

・諸資料に親しみ、歴史的思考力を培う。 

・文化の多様性・複合性と現代社会の特質を広い視野から考察することができる。 

・世界の歴史を地理的条件や日本の歴史と関連づけながら理解し、国際社会に主体的に生きる日本

国民としての自覚と資質を養う。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観

点 
a:関心・意欲・態度 b:思考・判断・表現 c:資料活用の技能 d:知識・理解 

観
点
の
趣
旨 

歴史的事象に対する

関心と課題意識を高

め、世界の歴史を意欲

的に追及することが

できる。 

国際社会に主体的に

生き、日本国民として

の責任を果たそうと

する。 

歴史的事象から課題

を見出し、世界の形成

の歴史的過程と文化

の多様性・複合性を、

世界的視野に立って

多面的・多角的に考察

することができる。 

文化の多様性・複合

性を、歴史的に考察

するための諸資料を

収集し、有用な情報

を適切に選択して、

効果的に活用するこ

とができる。 

世界の歴史の大きな

枠組みと展開につい

ての基本的な事柄を

理解し、その知識を

身につけている。 

評
価
方
法 

・ノート 

・レポート課題 

・定期考査 

・小テスト等 

・レポート課題 

・定期考査 

・小テスト等 

・レポート課題 

・定期考査 

・小テスト等 

・レポート課題 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。 

学習内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

前 
 

 
 

 
 

 
 

期 

オ
リ
エ
ン
ト
と
地
中
海
世
界 

・古代オリエント世界 

・ギリシア世界 

・ローマ世界 

○  ○  

○ 

○ 

a:オリエント文明を学びなが

ら、世界の歴史への関心を高

めようとしている。 

c:オリエント地方の地図に親

しみ、気候風土と人々の営み

とのつながりに気づく。 

d:ギリシア文明・ローマ文明に

関する知識を身につけてい

る。 

・定期考査 

・ノート 

・プリント 

ア
ジ
ア
・ア
メ
リ
カ
の
古
代
文
明 

・インドの古典文明 

・東南アジアの諸文明 

・中国の古典文明 

・南北アメリカ文明 

○ 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

a:日本の歴史・文化と関係が深

いインド・中国の古典文明へ

の関心を高めようとしてい

る。 

b:中国の古典文明の特質を見

出し、その成立の過程を適切

に表現している。 

c:地図を活用して、東南アジア

とアメリカ大陸の文明の特質

を知ることができる。 

d:アジアの古典文明に関する

知識を身につけている。 

・定期考査 

・ノート 

・プリント 

内
陸
ア
ジ
ア
世
界
・東
ア
ジ
ア
世
界
の
形
成 

・草原の遊牧民とオアシスの

定住民 

・北方民族の活動と中国の分

裂 

・東アジア文化圏の形成 

○  

 

○ 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:内陸アジアの乾燥帯の人々

の歴史への関心を高めようと

している。 

b:遊牧民の活動と中国の歴史

の関係、中国の歴史と東アジ

アの民族の歴史の関係を考察

し、適切に表現することがで

きる。 

c:地図を活用して、乾燥帯に成

立した文明の特質を知ること

ができる。 

d:東アジア世界が形成される

過程に関する知識を身につけ

ている。 

・定期考査 

・ノート 

・プリント 



後 
 

 
 

 
 

 
 

期 

イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
形
成
と
発
展 

・イスラーム世界の形成 

・イスラーム世界の発展 

・インド・東南アジア・アフリカ

のイスラーム化 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

○ 

○ 

○ 

 

a:イスラーム世界に関する関

心を高め、意欲的に学ぼうと

する。 

b:今日、インド・東南アジア・

アフリカにイスラーム世界が

形成された過程について、適

切に表現することができる。 

c:地図や資料を用いて、イスラ

ーム世界の特質について知る

ことができる。 

d:イスラーム世界の形成と発

展についての知識を身につけ

ている。 

・定期考査 

・ノート 

・プリント 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
世
界
の
形
成
と
発
展 

・西ヨーロッパ世界の成立 

・東ヨーロッパ世界の成立 

・西ヨーロッパ中世世界の変

容 

・西ヨーロッパの中世文化 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:中央集権国家の成立過程に

関心を持ち、国家の形成につ

いて、意欲的に学ぼうとする。 

b:ビザンツ帝国とギリシア正

教を中心とする東ヨーロッパ

世界の形成について、その過

程を適切に表現することがで

きる。西ヨーロッパにおいて、

中央集権国家が生まれてくる

過程を適切に表現することが

できる。 

c:地図を活用して、東ヨーロッ

パ世界の特質について知るこ

とができる。 

d:西ヨーロッパの中世史に関

する知識を身につけている。 

・定期考査 

・ノート 

・プリント 

内
陸
ア
ジ
ア
世
界
・東
ア
ジ
ア
世
界
の
展
開 

・トルコ化とイスラーム化の進

展 

・東アジア諸地域の自立化 

・モンゴルの大帝国 

○ 

 

 

 

 

 

 

 

 

○ 

○ 

 

 

 

 

 

 

○ 

 

○ 

a:今日中央アジアにイスラー

ム世界が広がっていることに

興味を持ち、その過程を意欲的

に学ぼうとする。 

b:モンゴル帝国の成立がユー

ラシアの各地に与えた影響を

考察し、適切に表現することが

できる。 

c:地図・年表を作成して、トル

キスタンの形成について学ぶ

ことができる。 

d:唐滅亡後の東アジア史に関

する知識を身につけている。 

・定期考査 

・ノート 

・プリント 



ア
ジ
ア
諸
地
域
の
繁
栄 

・東アジア世界の動向 

・清代の中国と隣接地域 

・トルコ・イラン世界の展開 

・ムガル帝国の興隆と東南ア

ジア交易の発展 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

 

 

○ 

○ 

○ 

○ 

 

 

a:ティムール、オスマン朝、サ

ファヴィー朝、ムガル帝国の

繁栄と文化に関心を持ち、意

欲的に学習する。 

b:ヨーロッパの進出と明・清の

社会経済の動向を関係付けて

考えることができ、適切に表

現する。 

c: ティムール、オスマン朝、

サファヴィー朝、ムガル帝国

の学習に際し、地図や年表を

有効に用いることができる。 

d:16～18 世紀のアジア諸国の

繁栄について、基本的な事柄

を理解し、その知識を身につ

けている。 

・定期考査 

・小テスト

等 

・レポート

課題 

 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度   b:思考・判断・表現 

c:資料活用の技能    d:知識・理解 

 

 ※ 年間指導計画（例）作成上の留意点 

  ・原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において特に重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について

○を付けている。 

 

 


